様式第２号（第５条関係）
誓　約　書
　私は、矢巾町中小企業者エネルギー価格高騰対策支援金支給要綱に基づく支援金の支給申請にあたって、下記の全ての事項について、誓約します。
　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。
記
１　支援金の支給申請書及び提出する書類の全ての内容に虚偽はありません。
２　矢巾町中小企業者エネルギー価格高騰対策支援金支給要綱の定義に該当する中小企業者に該当する条件を満たしており、支援金の受給後も現在の事業を継続する意思があります。
３　法人等（個人、法人又は団体をいう。）が矢巾町暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団、第３号に規定する暴力団員等又は暴力団若しくは暴力団員等と密接な関係を有する者ではなく、法人等の経営に暴力団及び暴力団員等が実質的に関与していません。
４　上記１から３までの事項に虚偽があった場合は、支給された支援金を指定する納期限までに全額返還し、支援金の支給に関して不利益を被ることとなっても一切異議は申し立てません。
　　　　　年　　　月　　　日
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　　　　　　　　　※自署又は記名・押印による








